






【Reference Review 54-2 号の研究動向・全分野から】
 経済学研究科教授　小西砂千夫
　市場型経済は危機を生むという見方が、2008 年度に入ってされるようになり、秋のアメリカ発の






















































19 巻第 5 号）や明治大学商学部による東京・神田での実践例がある。前者は地域の NPO と連携して、
街の良さをゆっくりと味わって貰うという趣旨なのだが、道路使用許可の難しさから大学キャンパス
で実施されていることが惜しまれる。また、NPO と大学との連携は、筆者の経験からも十分に理解
できるけれども、立場が違うことから調整のための時間とエネルギーが不可欠なことは覚悟しておか
なくてはならないだろう。
　後者の実践的な展開は、1 学部が総力をあげて地域活性化に取り組んだ総合的なプロジェクトの活
動報告の体裁を取っている。群馬県嬬恋村との連携、奥美濃カレープロジェクト、神田での空き店舗
事業、そしてインターシップ事業など、質と量で圧巻的な実践内容となっている。伝統を誇る明大商
学部の複数の教員が現代 GP をとったものである。学生主体の連携事業であることが統べての個別プ
ロジェクトを通しての特徴となっている。具体的な論文としては、水野勝之「空き店舗事業に関する
一考察」（「明大商学論叢」第 90 巻特別号）では、典型的なオフィス街である千代田区神田ふれあい
商店街の活性化を目的に立ち上げたプロジェクトである。ここに、嬬恋村の特産品のアンテナショッ
プという役割を付加して、ゼミの三年生が総務部、営業部、財務部そして広報部の体制で取り組んだ
